
苑
に
も
亦
最
後
の
結
果
は
甚
だ
大
き
な
偏
差
が
樽

-
'
且
つ
極
め
て
系
統
的
な
分
布
を
示
し
て
居
る
｡

此
中
野
に

於
け
る
重
力
偏
差
の
分
布
の
特
徴
だ
し
て
.
中
野
主
要
部
の
北
端
に
於
て
考

へ
ら
る
～
境
界
の
両
側
で
比
差
が
反
射

の
方
向
を
有
す
る
事
､
及
び
比
差

ビ
曲
畳
だ
が
共
に
此
境
界
の
近
所
で
極
大
の
倍
を
有
す
る
事
を
前
に
逓
べ
た
が
p

地
形
の
修
正
を
加

へ
た
結
果
か
ら
之
を
盆
明
ら
か
に
見
る
串
が
出
来
る
や
-
に
な
っ
た
｡
此
壕
静
は
即
ち
図
分
'
向

花
.
宮
内
の
北
方
を
通

-
.
前
に
述
べ
た
中
野
の
形
の
軸
の
方
向
に
直
角
で
あ
る
｡
(未
完
)
.

隠

岐
島
後

の
火

山
岩

に
裁

て

鳥

春

本

篤

東

国
JG

蒸
器
紀
観
後
に
飴
抄
る
噴
出
岩
ー
岩
床
及
び
肪
岩

t

輝

石

安

山

岩

以
上
述
べ
た
る
基
盤
の
上
に
行
は
れ
た
る
火
山
情
動
の
最
初
の
も
の
を
代
表
す
る
は
安
山
岩
な
-
｡
安
山
岩
の
分

布
隈
域
は
島
の
略
中
央
に
あ
-
て
中
村
､
山
田
及
び
原
田
を
三
頂
鮎
だ
す
る
不
規
則
な
る
三
角
形
を
な
す
｡
片
麻
岩

及
び
窮
三
庇
層
の
上
に
乗

-
p

7
部
分
'
流
紋
岩
.
親
両
君
及
び
玄
武
岩
に
よ
-
て
被
は
る
｡
中
村
川
下
流
附
妃
に

於
て
は
大
釜
火
山
の
基
礎
を
な
せ
-
｡
兼
海
岸
に
於
で
は
布
施
p
卯
数
.
及
び
大
久
附
鑑
に
露
は
れ
第
三
紀
層
及
び

片
麻
岩
に
帝
-
l
部
玄
武
岩
に
よ
-
て
戟
は
る
.
布
施
北
方
の
海
岸
に
於
で
'
兼
方
に
僻
科
せ
る
線
色
凍
次
岩
及
び

隠
岐
島
後
の
火
山
岩
に
耽
て

志

〓
七



地

球

第
七
春

第

一
放

宍

二
八

凝
次
角
塵
岩
の
寛
厚
の
止
に
乗
れ
る
安
山
岩
は
其
の
下
底
部
に
於
て
成
層
岩
の
破
片
を
捕
獲
せ
-
｡
布
施
の
放
鳥
及

ア
T]

び
醐
越
幡
附
鑑
に
於
て
は
安
山
岩
は
極
め
て
頻
繁
に
粗
而
磐
々
脈
に
よ
-
て
賓
か
る
.
島
の
西
南
海
岸
に
於
て
は
那

久
潜
の
尉

-
に
多
孔
質
安
山
岩
鰐
は
れ
､
晴
線
色
の
部
だ
暗
褐
色
の
部
yJ
あ
-
｡
滑
の
兼
岸
に
露
は
る
ゝ
暗
緑
色
安

山
岩
は
其
の
孔
隠
中
に
多
量
の
玉
髄
を
有
す
｡
玉
髄
は
球
状
'
紡
錘
状
又
は
赴
状
を
な
し
小
は
荏

○
壷

坂
上
-
大

は
ニ
ー
三
糎
に
し
て
.
或
も
の
は
周
囲
'
縞
状
を
な
し
内
部
に
客
隙
を
禎
し
て
石
英
の
小
姑
晶
族
生
せ
-
'
生
ビ
し

て
東
西
の
方
向
に
延
び
光
る
捲
岩
の
産
院
中
に
生
せ
る
も
の
な
･C,｡
噂
の
西
岸
に
露
は
る
ゝ
暗
褐
色
安
山
岩
は
荏

叫

頻
内
外
の
沸
石
の
良
結
晶
を
多
塵
に
有
す
｡

岩
床
だ
し
て
苫
し
き
も
の
は
西
岸
'
液
相
附
妃
に
あ
-
｡
殆
.rM

水
卒
に
逝
き
砂
岩
の
層
面
に
沿
ひ
て
悲
入
せ
る
も

の
に
し
て
厚
さ

7
-
二
光
の
も
の
数
枚
あ
-
｡
階
段
状
断
層
に
ユ
-
で
砂
岩
だ
共
に
沸
多
に
切
断
さ
る
O
断
層
に
よ

-
て
切
ら
れ
る
岩
床
の

i
硫
よ
-

断
層
面
に
沿
ひ
て
小
さ
き
岩
脈
を
注
入
せ
る
も
の
な
-
.
岩
床
陶
給
の
時
期
だ
断

層
生
起
の
睦
期
yJ
の
間
の
距
-
の
多
か
ら
ざ
る
を
物
語
る
も
の
に
あ
ら
ざ
る
か
o

安
山
岩
岩
脈
だ
し
て
著
大
な
る
も
の
な
け
れ
ど
も
東
岸
卯
敷
.
大
久
間
の
倉
ケ
谷
随
温
肝
鑑
に
於
て
淡
色
の
砂
岩

を
垂
庶
に
賓
け
る
韻
包
岩
BrR
は
幅

7
米
に
満
た
ざ
る
も
上
下
数
十
灘
の
間
規
則
正
し
-
超
克
し
て

一
偉
観
を
墨
せ
-

肉
眼
的
低
質

爆
岩
流
を
な
す
も
の
は
繰
次
.
乃
至
畏
色
.
時
}J
し
て
帯
紫
色
常
に
厳
密
な
-
.
岩
床
岩
脈
だ
し

て
出
づ
る
蟻
合
は
屡
多
孔
質
に
し
て
旗
色
を
毒
す
｡
卯
激
の
北
方
海
岸
に
爆
岩
洗
ど
し
て
露
は
る
～
も
の
は
撒
密
感

状
繋
'
衣
紋
色
に
し
て

1
部
輝
石
に
働
け
る
赤
城
鋸
化
作
用
(h
a
e
m
atitiza
t
io
n
)
に
よ
-
て
紫
色
を
尊
ぶ
｡
長
石
斑

晶
は
長
さ

3.
-
二
粍
.
巾
O
｡五
粍
'
輝
石
斑
晶
は
不
卦
明
の
黒
鮎
だ
し
て
散
在
せ
ゎ
.
石
基
は
ap
h
a
n
itic
に
し
て



屡
瑚
赤
色
の
脈
に
横
切
ら
る
｡

セ
ムパ
チッ
ク

巌
機
的
低
質

等

石

基

質

斜
長
石
斑
晶
は
坪
井
氏
分
散
法
に
よ
れ
ば

b
a
Sic

labrado
rite
A
b的2
An

68
に
し
て
'

α
に
底
角
な
る
薄
片
だ

γに
直
角
な
る
薄
片
ビ
に
於
で
消
光
角
を
測
定
し
て
待
た
る
結
果
は

A
b3.An
70位
な
･O
｡

T
部
分
方
解
石
に
て
置

換
さ
れ
た
る
も
の
あ
-
C
結
晶
内
の
各
所
を

確
ザ
イ
ク
状
の
沸
石
の
集
倉

に
て

充
さ
れ
た
る
も
の
あ
-
.

輝
石
は
淡
緑
色
.
形
も
魚
も
小
な
-

0
(100)
を
双
晶
面
ビ
す
る
双
晶
多
し
｡

一
部
又
は
各
部
練
洞
石
に
陸
化
せ

る
あ

-
｡
崎
だ
し
て
結
晶
の
外
形
を
そ
の
健
残
し
て
蚤
-
微
粒
の
城
東
の
集
倉
よ
-
な
れ
る
場
合
あ
-
0

不
親
則
形
磁
蛾
鋸
も
斑
晶
だ
し
て
か
な
rD
多
畳
に
存
す
｡
石
基
は
斜
長
石
倣
晶
.
輝
石
社
p
破
戒
鋸
粧
及
び
班
璃

よ
-
な
る
｡
斜
長
石
は
極
微
小
L･B
る
も
の
よ
-
斑
晶
を
な
す
も
の
ま
で
漸
移
的
の
大
さ
を
示
し
そ
の
間
に
明
瞭
な
る

割
線
を
引
き
難
し
｡
微
小
な
る
も
の
は
成
分
決
定
し
難
し
.
中
間
の
小
結
晶
を
な
す
も
の
は
1a
b
ra
d
orite
A
bき
A
n

6u
な
ら
O

兼
岸
大
久
.
布
施
間
に
岩
脈
を
な
す
も
の
は
脈
の
両
側
は
著
し
-
多
孔
贋
に
し
て
中
央
部
は
精
顧
密
な

-
｡
背
紋

糸
色
'
顕
微
鏡
下
に
於
で
漸
移
的
斑
状
を
暴
す
｡
斜
長
石
は
柱
状
に
し
て
常
に
双
晶
し
中
性

labrad
o

riteの
如
し

石
基
は
挿
木
状
斜
長
石
倣
晶
.
梓
状
輝
石
蛾
鍍
粒
及
び
少
畳
の
班
璃
よ
-
な
る
｡

2

ア
ル
カ
リ
流
紋
岩

流
紋
岩
質
の
熔
岩
は
島
猿
島
に
於
け
る
火
山
岩
中
最
も
贋
大
な
る
分
布
を
有
す
る
も
の
に
し
て
安
山
岩
に
纏
い
で

隠
岐
島
後
の
火
山
岩
.1こ
就
て

孟

二
九



地

球

弟
七
舎

弟

l
蚊

塁

三
〇

大
規
模
に
噴
出
せ
る
も
の
な
-
～

地
質
的
及
び
岩
石
塾
的
見
地
よ
-
本
熔
岩
を
次
の
三
種
に
慣
別
す
｡

a

洗
紋
栗

α
種

雲
母
斜
長
石
流
紋
岩

b

流
紋
岩
β
種

石
英
斑
晶
な
し
.
東
歌
構
造

｡

流
紋
岩

γ
稀

石
英
斑
晶
著
し

三
者
の
中
.

a
は
C
よ
-
も
盲
し
っ
b
}J
酸
の
二
者
だ
は
野
外
に
於
け
る
地
質
的
関
係
を
見
る
串
を
得
ず
O
こ
れ

等
は
大
な
る
時
の
間
隔
な
-
し
て
噴
出
せ
る
も
の
に
し
て
.
就
中

a
が
最
も
古
き
も
の
～
如
し
｡

a

流
紋
岩

α
種
は
幡
張
山
の
頂
上
附
近
及
び
原
田
､
中
村
聞
峠
附
近
に
露
は
れ
'

7
方
布
施
､
飯
美
問
に
露
出

め
-
｡
片
麻
岩
e
安
山
岩
.

1
部
は
第
三
紀
層
に
築
-1
P
流
紋
岩

γ
種
に
よ
-
て
故
は
る
｡

1
般
に
非
常
に
奔
解
し

常
に
白
色
又
は
釈
黄
色
を
墨
す
｡

b

流
紋
岩
β
稀
は
殆
}/J島
の
過
竿
を
被
ひ
.
そ
の
西
部
及
び
南
部
に
分
布
す
o
地
形
上
.
噴
出
の
中
心
は
明
か

な
ら

ざ
る
も
数
箇
あ
る
も
の
ゝ
如
し
｡

一
般
に
第
二
東

暦
上
に
韓
-
.
白
色
凝
次
砦
､
於
沓
石
及
び
患
曜
右
隣
よ
-

な
る
層
は
藤
本
熔
岩
の
下
部
に
鰐
は
る
｡

都
万
礎
東
北
隅
.
那
久
の
東
北
方
鹿
僚
瀧
.
重
柄
滞
附
近
等
に
断
る
耗
次

犀
あ
り
.
叉
熔
岩
の
最
下
部
は
屡
晶
顔
色
の
松
香
石
澗
層
よ
-
な
れ
-
｡
兼
南
岸
男
池
p
女
地
の
肝
鑑
に
は
数
次
質

砂
絵
沓
石
磯
及
び
黒
曜
石
疎
よ
-
な
る
租
紫
の
集
塊
岩
様

の盛
絵
あ
-
｡
こ

の中
の
農
騰
石
は
間
々
大
塊
を
な
し
･

捺
黒
色
に
し
て
以
前
文
房
具
製
作
の
目
的
を
似
て
採
掘
さ
れ
た
-
0

西
南
岸
那
久
附
鑑
に
於
て
は
下
部
に
安
山
岩
あ
-
O
那
Å
.
戚
田
附
鑑
の
瞥
序
に
て
は
大
な
る
絶
壁
を
な
し
'
こ



の
附
並
に
於
け
る
熔
岩
の
厚
さ
は
少
で
も
二
〇
〇
来
あ
-
0

島
の
北
端
部
p
都
万
関
丙
南
部
及
び
城
山
等
に
於
け
る
も
の
は
厚
さ

7
糎
内
外
の
薄
板
状
構
造
極
め
て
よ
-
聴
達

し
p

Pl
ソ

マ
-

の
打
撃
に
よ
-
て
容
易
に
刺
維
し
符
｡
津
戸
附
近
に
於
け
る
も
の
は
厚
さ
二
-
三
糎
の
暗
自
縛
よ
-

な
-
p
剰
推
し
易
か
ら
サ
p
風
化
両
は
塵
純
白
色
を
皐
す
｡
時
だ
し
て
岩
石
は
板
状
構
造
を
な
さ
ず
塊
状
の
角
岩
横

の
観
を
膚
す
る
革
め
-
｡
西
郷
西
方
埋
山
附
淀
に
於
け
る
が
如
し
｡
斯
-
外
観
を
英
に
す
る
も
顕
微
鏡
下
に
槍
す
る

峠
は
同

1
着
種
に
属
す
べ
き
も
の
た
る
を
知
る
｡

五
箇
の
盆
地
の
南
側
に
於
て
は

長
大
な
る
柱
状
節
理
を
表
は
せ
り
｡

塵
岩
は
粗
面
潜
及
び
玄
武
岩
に
よ
-I-
T
波
は
る
｡
玄
武
岩
は
屡
本
署
の
授
蝕
面
の
上
に
流
れ
て
基
盤
の
突
出
部
を

覆
し
p
流
紋
岩
の
孤
立
せ
る
丘
を
所
々
に
生
せ
-
｡
城
:J

愛
宕
山
､
金
橋
山
'
大
峯
山
北
方
の
突
起
.
東
南
海
岸

の
小
丘
Ld
p/
J

何
れ
も
音
義

山前
に
.固
ま
れ
た
る
流
紋
岩
の
瓢
丘
な
-
･
御
崎
等
島
束
南
端
の
燈
凝
附
鑑
の
絶
壁
に
は
黒

色
の
玄
武
岩
の
W
部
に
僅
か
に
白
色
の
洗
紋
栗
露
出
せ
-
0

C

流
紋
岩

γ種
は
島
の
東
軍
に
分
布
し
.
片
麻
岩
p
安
山
岩
'

1
部
分
流
紋
岩

α
秤
の
上
に
乗
-
.

1
部
分
玄

武
両誠
に
よ
り

て
報
は
る
｡
島
中
の
高
峯
鷲
罫
､
葛
尾
小
数
原
等
は
縛
て
本
岩
に
よ
-
て
構
成
さ
れ

一
般
に
高
峻
な
-

板
状
流
統
語
だ
は
全
-
別
筒
の
露
出
を
な
し
.
農
で
接
す
る
所
な
き
放
.
両
者
の
地
質
的
関
係
は
野
外
に
於
て
之
を

知
る
に
由
な
し
.
岩
石
軍
的
性
質
､
偽
署
ど
の
関
係
に
よ
-
て
そ
の
噴
出
は
板
状
流
紋
岩
だ
略
同
時
な
ら
ん
だ
考

へ

ら
る
｡
而
し
赤
岩
の
青
む
る
高
域
は
授
蝕
の
批
年
期
に
ゐ
-
て
･
後
者
が
比
陵
的
高
毒
性
の
固
滑
な
る
地
形
を
有
す

る
に
期
し
て
著
し
き
封
照
を
示
せ
-
｡

隠
岐
息
稜
の
火
山
岩
に
就
て

三1

三
]



地

球

第
七
魯

第

1
舵

蓋

三二

洗
紋
岩

α
稀

q
uattN

CePatOPhyre
だ言
ふ
べ
き
も
の
な
ら
ん
｡

鈎
服
的
聴
覚

帯
紙
JTri色
綬
密
に
し
て
長
石
の
他
に
石
英
の
大
な
る
斑
晶
を
有
す
薪
し
き
助
剤
に
於
て
す
ら
も
分

解
し
て
白
色
土
状
ど
な
れ
る
壌
食
多
し
｡

贋
鞠
的
性
質

斑
晶
は
畳
の
順
に
石
英
.
ア
ノ
ル
ッ
ク
一ブ

I
K
.
斜
長
石
及
び
県
寮
母
よ
-
な
る
O
石
英
の
他
は

常
に
舟
解
せ
-
｡
石
英
及
び
ア
ノ
ル

ッ

ク
ラ

ー
ス
の
出
方
は
次
に
記
す

β
稀
に
於
け
る
も
の
yJ
同
隙
な
-
0

斜
長
石
は
塵
多
か
ら
ざ
れ
ざ
も
時
銀
山
に
於
け
る
も
の
は
他
の
斑
晶
よ
-
多
-
し
て
成
分
は

A
lb
ite
A
b
lDOI90

A

n
O⊥
¢な
ら
0

黒
雲
坪
は
普
通
少
畳
.
礎
質
し
て
線
泥
贋
物
を
生
じ
二
次
的
磁
増
額
糠
多
L
O
鍵
質
せ
る
も
尚
多
色
性
強
し
｡

石
基
は

m
lcrofelsitic
時
ど
し
て

7
部

m
icrogra
n
u
la
r
｡

完
晶
徴
枚
質
の
脈
が
時
だ
し
て
石
基
の
み
な
ら
ず

斑
晶
を
横
切
れ
る
も
の
あ
-
｡
○
申五
粍
位
の
不
規
則
形
風
信
子
館
岩
石
基
中
に
散
在
す
.

流

紋

岩

β

樟

肉
眼
的
性
質

流
出
時
の
流
動
に
基
因
す
る
明
か
な
る
薄
板
状
構
造
を
有
す
｡
城
山
附
妃
に
於
け
る
も
の
は
厚
さ

一
糎
位
の
細
か
き
片
理
を
有
し
.
片
理
両
に
沿
ひ
て
風
化
作
用
進
み
褐
銀
鈴
横
の
物
質
に
汚
免
さ
る
ゝ
域
食
多
し
多

-
択
紫
色
.
慶
暗
色
を
構
ぶ
｡
常
に
糖
密

a
P
hanitic
に
し
て
角
岩
横
の
外
観
を
暑
す
.
卒
均

7
粍
位
の
長
石
斑
晶

は
少
竃
存
し
.
多
少
社
状
を
な
し
長
軸
は
常
に
片
理
面
に
卒
行
に
位
せ
-
O

パ
-
パ
チ
ヅク

巌
碑
的
唖
質

斑
状
に
し
て

過

石

基

質

ア
ノ
ル
ッ
ク

ラ

ー
ス
は
自
形
.
牢
自
形
.
専
逸
状
.
時
だ
し
て
数
個
鯉
は
群
生
し
て
斑
晶
を
な
す
｡
十
字

エ
コ
ル



の
問
に
放
て
特
有
な
る
斑
状
消
光
を
示
す
｡.
最
小
屈
折
率
の
軸
は
常
に

()0
0
)
に
直
角
｡

α
軸
に
艦
角
な
る
断
面
に

於
て
は
こ
光
軸
の
出
現
鮎
は
常
に
顕
微
鏡
の
鵜
野
の
中
に
あ
-
｡
斯
る
薄
片
に
て
白
色
光
の
下
に

2
E
は
約
五
十
六

度
な
り
O
包
泰
物
だ
し
て
風
信
子
錬
及
び
奴
璃
の
少
畳
を
有
す
｡

斑
晶
だ
し
て
磁
餓
館
を
有
し
'
断
面
に
於
て
四
角
叉
は
不
規
則
形
を
な
す
｡

石
基
は

m
ic
rofetsitic構
造
｡
長
さ

〇
二

1
0
エ
一粍
の
ア
ル

カ
ヮ

長
石
の
桝
木
欺
微
晶
及
び
長
さ
○
エ
ー-
○
｡

三
粍
の
針
状
の
輝
石
の
少
量
が
散
在
す
o
輝
石
は
多
色
性
強
-
純
色
よ
り
統
線
色
.
碇
泊
光
に
近
-
p

エ
デ
ブ

ソ
輝

石
の
如
し
｡

流

紋

岩

γ

櫛

肉
眼
的
性
質

長
石
及
び
石
英
の
斑
晶
を
有
し
.
著
し
き
斑
状
構
造
を
量
す
｡
長
石
は
石
英
よ
り
も
多
-
'
枚
状

叉
は
絹
柱
状
'
長
軸
五
I
六
托
｡
カ

ー
ル
ス
q'l
-
ド
双
晶
は
肉
眼
に
て
謎
め
ら
る
｡
石
英
斑
晶
は
時
だ
し
て
九
暁
を

有
し
無
色
透
明
｡
荏
ニ
ー
三
粍
o
部
分
に
よ
-
て
僅
少

kJな
る
.
石
基
は
次
藍
色
又
は
帯
織
衣
色
｡
赦
密
t
a
p
h
a
n
i

tic
.
屡
々
洗
理
を
表
は
し
多
少
風
化
せ
る
蟻
倉
に
は
流
理
は
殊
に
明
瞭
な
ら
,0

ド
パ
チツ
ク

教
鞭
的
性
質

多

石

基

贋

｡
h
yatai構
造
｡

石
英
斑
晶
は
平
日
形
叉
は
不
親
則
形
'
時
だ
し
て
六
角
形
の
断
面
壁

不
す
も
多
-
は
融
蝕
に
よ
-
て
九
妹
を
構
ぶ

石
基
物
質
.
燐
衣
石
及
び
波
牌
の
包
遜
物
あ
-
｡
叉
石
基
物
質
に
よ
-
て
第
人
さ
る
｡

長
石
斑
晶
は
寧
日
形
叉
は
不
親
則
｡
九
奴
を
滞
ぶ
る
串
あ
-
｡
時
だ
し
て
高
陵
土
化
せ
-
,
β
稀
に
於
け
る
も
の

だ
性
質
同
じ
｡
ア
ノ
ル
ッ
ク
ラ

ー
ス
な
ら
.

隠
岐
島
後
の
火
山
岩
に
就
て

P
I:
1

三
)I(.I



地

球

第

七

番

範

一
班

蒜

三
四

.i,
～
ケ
ビ
カ
イ
ト
は
粒
形
不
規
則
状
被
片
?,JJ
し
て
春
す
｡
卒
均
荏

〇

二
-
〇
三

粍
'
多
色
性
強
し
.
帯
織
褐
色

よ
-
藍
緑
色
｡

消
光
角
零
度
に
近
し
｡

石
基
は
ま
だ
し
て
狸
堵
O

重
属
新
を
な
す
倣
牧
子
を
布
す
｡

石
基
ー
ア
ル

カ
-
長
石
､
m
icrOPegm
a
titic
の
棉
又

は
分
明
に
よ
る
爆
塊
状
徹
粒
骨
の
配
列
に
よ
-
て
洗
班
を
明
瞭
に
す
｡
バ
ー
ケ
ビ
カ
イ
ト
の
徴
租
が
署
状
に
集
合
し

て
生
憎
ど
し
て
弧
き
多
色
性
空

不
す
も
の
ゐ
-
｡

銚
子
二
光
屋
聞
S
土
成
趣
の
南
側
Jj
-
碍
た
る
標
品
に
於
で
は
石
基
は
顕
激
的
球
姫
構
造
を
な
す
｡
球
幣
は
平
均

雀

〇
二
九
靴
に
し
て
長
石
の
放
射
状
の
針
状
結
晶
.∽閥
を
梓
状
の
鰯
蟹
に
て
填
充
せ
-
｡
球
膳
の
中
心
は
屡
蹟
微
的

ペ
グ
マ

タ
イ
ト
構
造
を
な
す
｡有
蓋
は
時
だ
し
て
勘
徹
的

ペ
グ

マ
タ
イ
-
脈
に
て
切
ら
れ
､針
状
長
石
は
雌
の
揚
命
は

放
射
状
ご
な
ら
や
し
て
こ

の脈
に
鑑
角
に
そ
の
南

側
に
配
列
せ

-
｡
各
球
握
は
互
に
密
着
し
･
暗
ビ
し
て
は
周
院
を

残
し
長
石
u
石
英
り
糠
状
基
脊
髄
に
よ
-

て之
を
墳
充
せ
-
｡
時
だ
し
て
石
基
の

7
部
の
み
が
t
fe
lsitic
構
造
を
な

す
U

成
る
珪
肺
は
放
射
状
に
配
列
せ
る
二
染
着
ビ
バ
-
ケ
ビ
カ
イ
ト
よ
-
な
る
｡

流
紋
岩

γ
種
は
紳
粋
教
授
が
機
業
附
妃

の
横
流
中
に
博
石
だ
し
て
登
見
さ
れ
て

m
o
re
q
tla
rtZ
O
Se
COm
endite

だ
名
け
ら
れ
し
も

りAJd
約

1
物
な
ら
ん
か
ご
恩
は
る
O
数
授
は
そ
の
岩
石
中
に
ア
ル
フ
べ
ド
ソ
一言

ト
･

Ppt
I
ケ
ビ

ヵ
ィ
ト
P

エ
デ
リ
ン
.
及
び

三

ノ
タ
ン
輝
石
を
検
出
さ
れ
た

-
O
筆
者
S
,採
集
せ
る
梗
品
に
於
て
は
有
色
鋸
物
だ
し

て
は
パ
ー
ケ
ビ
カ
イ
ト
だ
餓
鮎
k)
が
鬼
ら
る
～
に
過
ぎ
ず
｡

3

ア

ル

カ

リ

粗

面

岩

粗
面
岩
は
第
三
紀
暦
､
安
山
･:右
及
び
流
紋
岩
を
被
ひ
玄
武
岩
に
よ
-
て
被
は
る
｡
分
布
低
域
を
中
催
嵩
域
ざ
中
村



協
域
亡
に
分

つ
事
を
得
｡

こ
の
他
に
岩
脈
だ
し
て
は
以
上
述
べ
た
る
絶
て
の
岩
石
を
賓
き
殊
に
東
海
岸
に
多
し
｡

中
傾
使
域
に
て
は
本
島
中
央
低
地
七
八
尾
州
の
西
側
に
分
布
L
p
北
は
都
万
日
よ
-
南
は
西
郷
関
の
海
岸
に
至
る

本
岩
は
風
化
に
封
す
る
戚
受
焼
著
し
-
'
新
鮮
な
る
も
の
は
衣
紋
色
な
る
が
卒
中
に
暴
露
さ
る
ゝ
時
は
旅
褐
色
乃
至

暗
褐
色
ど
な
る
｡
新
し
-
作
ら
れ
た
る
切
剤
な
ど
に
依
る
他
は
新
鮮
な
る
槙
品
を
得
る
事
は
容
易
な
ら
す
.
歌
木
.

上
西
問
の
峠
の
切
剤
に
於
て
は
か
な
-
新
鮮
な
る
も
の
露
出
せ
-
.
聾
者
の
該
柄
を
訪
れ
た
る
時
は
道
路
改
修
後

一

ヶ
年
を
経
過
せ
L
が
既
に
切
ら
れ
た
鳶

石
石
面
に
は

1
糎
位
の
厚
さ
の
褐
色
外
皮
を
生
せ
-
｡
採
集
後
'
寛
内
に
政

道
せ
る
榛
品
に
て
も
時
を
経
る
に
従
ひ
て
外
皮
は
著
し
-
色
を
鼻
化
す
.

八
尾
川
畔
原
田
西
南
方
'
古
城
鼻
等
に
於
け
る
も
の
は
淡
色
に
し
て
多
孔
質
な
-
｡
此
尊
は
多
少
石
英
を
宥
し

コ

メ

ソ
ド
薯
桟
に
移
-
疑
れ
-
0

北
方
中
村
附
近
の
隈
域
に
露
は
る
ゝ
も
の
は

7
部
玄
武
岩
p

!
部
第
四
紀
堆
積
物
に
よ
-
て
被
は
る
｡
安
山
岩
'

琴

二
死
厨
.
片
麻
岩
の
止
に
乗
れ
-
.
あ
る
部
分
は
多
少
の
石
英
を
合
み
て
コ
メ
ソ
ド
岩
標
な
れ
で
も
肉
服
的
に
は

底
別
つ
か
ず
｡

大
基
山
の
基
底
を
な
す
も
の
p
東
方
海
苫
田
鼻
.
飯
美
布
施
の
附
淀
に
露
は
る
ゝ
も
の
は
絶
て
.
も
だ

7
爵
き
な
-

し
も
の
1が
玄
武
岩
の
噴
出
だ
浸
蝕
yJ
に
よ
-
て
分
離
さ
れ
た
る
も
の
ど
思
は
る
.
海
苔
田
鼻
に
於
て
は
粗
面
岩
は
淡

色
の
頁
岩
に
乗
-
柱
状
節
理
の
静
逢
せ
る
玄
武
岩
に
よ
-
て
破
は
る
｡
鐙
島
は
海
苔
田
鼻
の
先
端
に
近
-
存
す
る
大

岩
塊
に
し
て
上
部
は
放
射
状
節
輔
の
敬
遠
せ
る
玄
武
岩
よ
-
な
-
下
部
は
種
二
駅
に
及
ぶ
柱
状
節
理
の
藤

逢
せ
る
粗

面
岩
よ
-
な
る
｡

隠
岐
良
縁
の
火
山
岩
に
凱
て

孟

三
五



地

球

第
七
食

滞

】
班

莞

三
六

粗
面
岩
の
岩
脈
を
な
す
も
の
は
非
常
に
多
し
｡
舘
三
紀
膚
を
横
切
れ
る
も
の
は
歌
水
峠
.
西
田
.
加
茂
聞
'
原
田

北
方
間
等
に
あ
-
｡
片
麻
岩
を
賞
け
る
も
の
は
卯
戯
西
南
の
谷
に
多
-
立
だ
し
て
南
北
に
産
れ
か
｡
安
山
岩
を
貫
け

る
も
の
は
原
田
.
中
尉
間
ー
布
施
'
卯
赦
閏
に
多
-
'
厚
さ

ニ
ー
三
光
t
L
で
方
向
不
定
｡
流
紋
岩
を
横
切
る
も
の

は
横
尾
山
頂
上
.
長
尾
田
東
方
'
久
見
附
並
等
に
あ
-
0

肉
眼
的
髄
質

歌
木
附
近
に
慶
す
る
も
の
は
次
銀
色
に
し
て
夙
化
せ
る
も
の
は
褐
色
を
皐
す
｡
新
鮮
な
る
班
璃
榛

長
石
著
し
｡
あ
る
も
の
は

a
軸
に
伸
び
た
る
長
き
揮
晶
を
な
し
O
あ
る
も
の
は
(
0
1
0
)

に
卒
行
な
る
板
状
蹄
品
を
な

す
｡
稀
少
量

り
エ
デ

リ
ン輝
石
の
斑
晶
は
黒
鮎

ビし
て
見
ら
る
｡
石
基
は
微
小
の
客
隈
の
た
め
に
親
戚
を
香
し
'
稀

に
は
固
き
容
隙
を
有
し
方
解
石
に
て
完
全
に
墳
充
さ
る
｡
斯
る
も
の
は
時
だ
し
て
径
三
糎
又
は
そ
れ
以
上
に
及
ぶ
｡

顧
欄
的
性
質

多
石
基
質
｡

長
石
斑
晶
は
自
形
又
は
等
自
形
｡
結
晶
は
或
填
合
は
明
確
な
る
瓶
廓
を
有
し
成
璃
倉
は
練
逸
部
に
於
て
石
基
だ
鋸

歯
朕
に
交
錯
車
｡

a
軸
の
方
向
に
長
き
結
晶
に
於
て
ほ
此
方
向
に
直
角
に
近
き
綱
目
多
し
｡
斬
る
結
晶
は
常
に
故
璃

横
に
し
て
澄
明
な
-
｡
藤
粥
-
轡
出
し
て
波
状
消
光
を
な
す
｡
主
だ
し
て
等
遮
形
の
結
晶
に
於
て
は
ア
ノ
ル
ソ

ク

ラ

ー
ス
に
特
有
な
る
斑
状
の
滑
光
を
皐
す
｡
光
軸
面
は
城
蟻
合
は
b
軸
に
殆
.I,JJ直
角
'或
壕
各
は

(O
iO
)
に
両
角
O
稜
の

場
合
に
於
て
は
底
面
に
申
行
な
る
努
閲
に
関
し
て
拍
光
角
は
約
正
七
度
.
2
E
は
自
発
下
に
六
四
度
二
八
分
な
-
｡長

石
斑
晶
の
或
も
の
は
サ
ニ
ダ
イ
ン
或
も
の
は
ア
ノ
ル
ッ
ク
ラ

ー
ス
な
る
が
如
し
.
後
者
の
方
多
し
｡
カ
ー
ル
ス
.'t
I

ド
双
晶
普
通
に
し
て
他
の
双
晶
を
見
ず
O
長
石
の
潮
目
に
沿
ひ
て
黄
褐
色
の
不
明
の
物
質
及
び
侍
だ
し
て
方
解
石
が

二
次
的
成
生
物
yJ
L
T
存
す
C
包
泰
物
だ
し
て
細
針
状
麟
次
石
'
細
粒
状
磁
餓
鋸
あ
-
｡
ユ
デ
-
ン
輝
石
を
包
塞
せ



る
域
食
も
あ
-
｡
或
域
各
に
於
て
は
微

バ
ー
デ
ィ
ー
構
造
を
な
す
長
石
が
斑
状
消
光
を
な
す
長
石
に
包
鼠
さ
れ
た
る

も
の
み
-
0

エ
デ
リ

ソ
輝
石
斑
晶
は
比
牧
的
少
最
に
し
て
長
径

一
粍
以
下
･
短
柱
状
'
多
-
は
等
自
形
｡
精
多
色
性
'
線
色
よ

-
賓
織
色
｡

C
>
T
は
三

7
位
附
近
｡
時
yJ
し
て
長
石
斑
晶
YJ
不
規
則
に
交
錯
し
叉
は
之
を
其
け
-
｡
屡
針
状
燐
衣

石
及
び
磁
餓
解
散
を
些
鼓
す
0
時
だ
し
て
剖
目
に
沿
ひ
て
褐
色
均
質
物
質
に
舜
-
.
内
部
は
方
解
石
に
交
代
さ
れ
た

る
も
の
め
-
0

磁
餓
館
斑
晶
は
断
面
に
於
て
方
形
叉
は
不
規
則
形
｡
少
量
｡

石
基
は
ア
ル

カ
リ
長
石
.
エ
デ
リ
ン
輝
石
'
磁
餓
錬
'
開
院
を
充
た
す
少
量
の
班
璃
.
及
少
優
の
石
英
よ
h
な
る

tr

achytic構
叢
を
な
す
o

ァ
ル
カ

リ
長
石
は
詐
本
状
に
し
て
長
さ
年
均

〇
二

粍
｡

エ
プ
サ
ン
輝
石
は
徴
針
状
｡

両
端
不
規
則
状
を
な
す
D
石
基
の
間
隙
は
時
'J
し
て
方
解
石
に
て
充
さ
る
｡

海
苔
EE
鼻
附
乾
に
産
す
る
胤
面
岩
は

7
見
ド

レ
ラ
T
ト
の
観
を
皐
す
｡
稀
に
斜
長
石
の
練
達
を
ア
ノ
ル
ッ
ク
ラ
ー

ス
に
て
包
園
せ
る
斑
晶
あ
-
O
長
石
斑
晶
の
割
目
に
沿
ひ
て
屈
強
色
透
明
に
し
て
重
屈
折
戴
き
解
物
捷
せ
-
(hydr･

a
rg
itlite?
)｡
石
基
は
常
に
矩
形
の
断
面
を
有
す
る
長
石
ビ
そ
の
間
臆
を
充
せ
る
褐
色
班
璃
}J
少
量
の
石
英
に
て
な
る

元
屋
束
北
方
の
海
岸
､
中
村
西
方
の
森

､
及
び
腰
臼
附
近
等
に
慶
す
る
も
の
は
か
な
-
多
量
の
石
英
を
有
し

コ
メ

ソ
ド
岩
に
移
化
せ
-
O
(未
完
)

隠
岐
島
後
の
火
3,_
岩
に
就
て

71毒

害
七


